（様式２－１）

　　　　　　　　　　　　　住 宅 等 利 用 計 画 書

· 記入する際には別紙「住宅等利用計画書を記入するにあたっての注意事項」を参照のうえ記入すること。

· １～５については、全て記入すること。

	１　区域の別　（注）１
	・市街化調整区域　　　　　　　　　　　　　　・その他の区域

	２　除外の目的（注）１
	（農家・一般・分家）住宅敷地　・車庫敷地　・農作業場敷地　・宅地拡張

	３　権利の種類
	・所有権移転　・使用貸借権設定　・賃貸借権設定　・その他（　　　　　）

	４　既存敷地（住宅又は雑種地）等について

　　　　注）１．２．３
	・自己所有地　・借地等（借家、親族等の家に同居している場合を含む）

	
	敷地地番
	　　　　　　外　　筆
	合計面積
	　　　　　　　　　　　㎡

	５　ⅰ　除外の目的、必要性、緊急性に関する説明


	

	ⅱ　除外面積の妥当性に関する説明（利用見込、駐車台数等の数値等により具体的に記入すること。）
	

	ⅲ　農用地区域でしかできない理由（市街化区域または非農用地区域ではできない理由）
	

	６　転用後における既存敷地の利用（処分）予定
　（注）４．５．６．７
	（１）既存敷地の全部を（・売却・所有者に返還・農地として利用）
（２）既存敷地の全部又は一部を宅地等のまま利用・・（注）２※参照

　　（予定用途等：　　　　　　　　　　　　　　）




· ６（２）に該当する場合のみ記入すること。（※６（１）に該当する場合は記入不要。）
	７　除外後の敷地面積

　　　　　　　（注）８
	①　　　　　　㎡＋②　　　　　　㎡＝合計　　　　　　　㎡


· 除外目的が「農家住宅敷地、分家住宅敷地」又は「農業用施設用地」の場合のみ記入すること。

	８　除外後の耕作面積

　　　　　　　（注）９
	田　　　　  　㎡＋畑　　　　　　㎡＝合計　　　　　　　㎡


